
「
第
十
一
回
萩
原
朔
太
郎
賞
」
の

選
考
委
員
会
が
九
月
六
日
、
東
京
で

行
わ
れ
、
二
十
二
日
、
前
橋
文
学
館

で
萩
原
市
長
が
結
果
を
発
表
し
ま
し

た
。
朔
太
郎
賞
に
決
定
し
た
の
は
、

詩
人
・
四
元
康
祐
さ
ん
の
詩
集
『
噤

み
の
午
後
』。
最
終
候
補
作
品
五
点
の

中
か
ら
選
ば
れ
ま
し
た
。
な
お
、
選

考
委
員
の
皆
さ
ん
、
最
終
選
考
に
残

っ
て
い
た
候
補
者
・
作
品
名
・
出
版
社

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

□
５
人
の
選
考
委
員

天
沢
退
二
郎
（
詩
人
・
評
論
家
・

仏
文
学
者
）、
清
水
哲
男
（
詩
人
）、

司
修
（
画
家
・
作
家
）、
富
岡
多
恵
子

（
詩
人
・
作
家
）、
吉
増
剛
造
（
詩
人
）。

□
最
終
候
補
者
と
作
品

岩
成
達
也
『（
ひ
か
り
）、
…
擦
過
。』

（
書
肆
山
田
）、
大
岡
信
『
旅
み
や
げ

に
し
ひ
が
し
』（
集
英
社
）、
白
石
か
ず

こ
『
浮
遊
す
る
母
、
都
市
』（
書
肆
山

田
）、
友
部
正
人『
夜
中
の
鳩
』（
思
潮

社
）、
四
元
康
祐
『
噤
み
の
午
後
』（
思

潮
社
）。

▲詩集『噤みの午後』（思潮社）

「
第
十
一
回
萩
原
朔
太
郎
賞
」
は
、
四
元

よ
つ
も
と

康
祐

や
す
ひ
ろ

さ
ん
の
『
噤つ

ぐ

み
の
午
後
』
に
決
定
―
―
。
九
月
六
日
に
東
京
で
行
わ
れ
た
選

考
会
で
、
最
終
選
考
に
残
っ
た
五
点
の
作
品
の
中
か
ら
選
ば
れ

ま
し
た
。
な
お
、
賞
の
贈
呈
式
と
記
念
講
演
は
十
月
二
十
六
日

�
に
前
橋
文
学
館
で
行
わ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
同
館
�
２
３
５
―
８
０
１
１
へ
。

バ
ー
バ
ラ
か
ら
自
転
車
を
借
り
て

隣
町
ま
で
遊
び
に
行
っ
た

こ
の
村
か
ら
の
距
離
は
約
六
キ
ロ

行
き
は
な
だ
ら
か
な
上
り
坂
が
続
く
け
れ
ど

そ
の
分
帰
り
は
気
持
ち
が
い
い
わ
よ

教
え
て
貰
っ
た
森
の
小
道
を
見
つ
け
ら
れ
な
く
て

急
勾
配
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
自
動
車
道
を

息
切
ら
し
て
上
っ
た

教
会
の
塔
が
見
え
て
き
て
よ
う
や
く
野
の
畦
道
に
入
っ
た

風
に
揺
れ
る
草
の
あ
い
だ
を
蛇
が
波
の
よ
う
に
這
っ
て
い
っ
た

昼
下
が
り
の
町
は
し
ん
と
し
て
い
た

バ
ス
停
の
横
の
石
段
に
少
女
が
ふ
た
り
座
り
こ
ん
で
話
し
て
い
た

何
軒
目
か
の
カ
フ
ェ
が
や
っ
と
開
い
て
い
て

そ
の
裏
庭
で
ぼ
く
は
た
だ
ひ
と
り
ビ
ー
ル
を
飲
ん
だ

町
を
出
る
と
き
も
少
女
た
ち
は
同
じ
姿
勢
の
ま
ま
で
座
っ
て
い
た

泊
ま
っ
て
い
る
村
に
戻
っ
て
自
転
車
を
返
し
な
が
ら

バ
ー
バ
ラ
に
ど
う
だ
っ
た
と
訊
か
れ
て
、
ぼ
く
は

O
h,itw

as
bliss,itw

as
justbliss!

と
答
え
た
。
手
も
と
の
辞
書
に
よ
れ
ばbliss

（
名
詞
）
は

無
上
の
（
天
上
の
）
喜
び
、
至
福
、
天
国
、
天
国
に
い
る
こ
と

青
い
空
と
太
陽
、
雲
と
風
、
膚
に
あ
た
る
尖
っ
た
草
の
穂

現
世
的
と
い
え
ば
こ
れ
ほ
ど
現
世
的
な
歓
び
も
な
い
の
に

そ
れ
が
思
い
が
け
ず
あ
の
世
へ
と
届
く
言
葉
の
妙

あ
の
果
て
し
な
い
下
り
坂
を

僕
を
乗
せ
た
自
転
車
が
一
気
に
駆
け
下
り
た
と
き

叢
の
な
か
に
ま
だ
最
初
の
家
出
を
す
る
前
の

少
年
ラ
ン
ボ
ー
が
蹲
っ
て
い
た

僕
は
自
転
車
に
跨
っ
た
ま
ま
目
を
つ
む
っ
て
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●
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ま
る

四
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さ
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噤
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』
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